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【非常食での夕食】 

【飲料水の配給】 

 

【防災倉庫の確認】 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
○会長：校長  〇顧問：校区コミュニティ協議会会長 
○委 員：校区コミュニティ役員  消防分団    
     ＰＴＡ・子ども会  学校職員  防災ボランティア 
○アドバイザー：防災対策課  津波災害専門家（講師等） 
○事務局：生涯学習課 
 
 
１日目は、童浦市民館に避難した後、児童は班に分かれ、避難所   

のスペースを決めるために、約２時間かけて話し合いました。各班 
には、大人が１人付いて助言をし、班のみんなで考えた避難所スペ 
ースを紙に記入しました。そして班ごとに発表し、話し合いで最も 
適切なものを選び避難所を作製しました。夕食は、非常食のアルフ 
ァ化米とスープだけで済ませ、避難所での宿泊を体験しました。夜 
には、保護者を対象にした防災講話会も実施しました。 
 ２日目は、市民館に隣接した防災倉庫や貯水槽等を見学し、地域 
の非常時の対応についての説明を聞きました。その後、防災キャン 
プを振り返り、感想を発表し合いました。 
 
 
                                 
 
 
 
 
 
 

お米を育てて植物の命を学ぼう 
 

 

童浦校区(１泊２日)での活動事例（２４年度）   

東日本大震災では、住民が長期間、学校体育館等での避難生活を送ることになりました。そこで文部
科学省は、青少年に対する防災教育とともに地域の絆づくりを進めるために、青少年に学校や社会教育
施設等を避難所として生活体験をする体験型の青少年防災キャンプ事業を地域住民の参加を得て実施す
ることにしました。昨年度から、文部科学省の委託を受けて青少年防災キャンプを実施されている田原
市での取り組みについて、田原市教育委員会でお話を伺いました。 

 
 
 
 
 

 

 
 
田原市は、北は三河湾、南は太平洋に面し、南海トラフ巨大地震

による被害想定は大きく、防災対策に力を入れています。これまで
も地域ごとに自主防災会が中心となって、防災訓練や防災講習会等
を実施してきました。 
今回の青少年防災キャンプは生涯学習の観点に立ち、子どもたち

に災害が起きた時にどのように行動すればよいかを考えさせるこ
とを通して、大災害等に対応した生き抜く力を育成することを目標
としています。また、地域ぐるみで学び考えていく体制を確立し、
地域の絆を深め、災害時の被害を最小限にしていくための体制づく
りを目的にしています。そうした観点に立ち、体験型の防災教育プ
ログラムを作成し、児童・保護者・地域住民を対象とした防災キャ
ンプを実施しています。 

 

災害に対応した生き抜く力の育成   

防災キャンプの運営委員会（各地区）   

○童浦校区の防災プログラムのおもな内容 
１日目              ２日目 
 13:00～ 避難訓練開始       6:30～ 起床・ラジオ体操 

童浦市民館へ移動     7:00～ 朝食準備・朝食 
14:00～ 避難所体験の目的の確認  8:30～ 防災倉庫の備品等 
14:30～ 避難所スペースの確保       の確認 

避難所生活の話し合い   10:00～ 反省・まとめ・ 
17:30～ 夕食準備・夕食          発表 
19:00～ 防災講話会       10:30～ 片付け 
21:00～ 就寝（ｽﾀｯﾌﾐｰﾃｨﾝｸﾞ）     11:30～ 解散 
 

  
  

 
 
 

【応急救護訓練】 
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【避難所の作製】 

【児童向け防災講話】 

【避難所スペースの話し合い】 

【避難所スペースの発表】 

【東日本大震災被災地の様子】 

 
 
 
 
 
 

                             
 
 

 
 
○避難所の作製 
・僕たちの考えた案が選ばれました。選ばれた理由は、防犯のため 
 に大人に出入り口付近にいてもらい、フリースペースを作ったか  
らだと思います。それから、食事を配ったり、みんなに連絡した 
りするためにステージは空けておいた方がよいと思いました。 

・初めて作るので通路や配置がすごく難しく、特にスペースに人数  
を合わせるのが難しかったです。思ったより時間がかかったけれ  
ど、みんなで協力してなんとかできました。段ボールをガムテー  
プでちゃんと留めないと倒れてしまうので大変でした。 

○宿泊体験・防災倉庫の見学 
・泊まる体験はできたけれど、本当に被災したら電気も水道も使え 
ないし、食料もなかったりするので大変だと思います。防災倉庫  
を見て食料などがたくさんあることは分かったけれど、道を直し  
たり救助をしたりする道具も必要だと思いました。 

・市民館は避難所にもなるので、段ボールで寝て一晩泊まったこと 
 はよい経験になりました。防災倉庫は発電機やスコップやロープ 
などがあり、災害が起きた時の備えは万全でした。月に１回は点 
検をしているということなので安心しました。 

○今後家庭ですること 
・１つ目は家の人と避難経路をチェックをしたい、２つ目は非常持 
ち出し袋を毎月１回はチェックして、いつ災害が来ても持ち出せ 
るようにしておきたい、そして、家の人や近所の人と協力したり  
助け合ったりしたいと思いました。 

 
 

・話し合いをし、みんなで団体行動ができたので感心しました。実 
際に災害になった時、避難生活をするのに役立つと思いました。 

・たった一日でしたがとても体力を消耗しました。こうした訓練は 
 必要だし、日頃から実際に被災した時のことをイメージして生活 
することが大切だと思いました。 

・地域・学校・行政が話し合いを繰り返し実施した防災キャンプで 
したが、児童は様々なことに気づき、行動を通して自分で考える 
ことができたと思います。また、児童が家庭で防災について話し 
合うことで、保護者の防災に対する意識を高めることができたと 
思います。  

※本年度は、８月に福江・清田・童浦校区で実施され、１１月に田 
原中部校区で実施されます。 

 

○平成２４年度 
・童浦校区（場所：童浦市民館 参加人数：１１８名） 
・和地校区（場所：和地小学校 参加人数：９５名） 
〇平成２５年度 
・福江校区（場所：福江小学校 参加人数：６７名） 
・清田校区（場所：清田小学校 参加人数：５５名） 
 ※福江・清田校区合同講演会の参加人数１８９名 
・童浦校区（場所：童浦市民館 参加人数：１４８名） 
・田原中部校区（１１月実施予定） 

参加児童の声 
 

○愛知県青少年防災キャンプ事例発表会のお知らせ（予定） 

日  時   平成 26年１月 24日（金）   13:30～16:00   

会  場   愛知県自治センター   

連絡先：愛知県教育委員会生涯学習課  青少年教育・女性指導者支援グループ   ＴＥＬ052-954-6749   

参加者の声 
 

防災キャンプを終えて 
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松平東照宮 

 

奥宮でのガイド 

松平郷でのガイド 

 

七草粥を味わう会 

 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

～松平家の歴史を語り継ぐ～ 
松平
まつだいら

郷
ごう

ふるさとづくり委員会 

愛知県の各地で活動されている「あいち観光ボランティアガイド」のみなさ
ん。活動を通して、地域の活性化に貢献することや、人と出会い、交流を広め
ていくことが、自身の生きがいにもつながっています。今回は豊田市と常滑市
に出かけ、地域で活躍するボランティアガイドさんにお話を伺いました。 
 

   

徳川家のルーツである松平家発祥の地 

もう一度来てほしいと願って 

ガイドとして心がけていることは、「来ていただいた人が、来てよ
かったと思えるような取って置きの話をすることです」と大橋さん。
江戸時代、松平家は４４２石しかなかったけれど、本家なので江戸へ
行く行列は１万石以上の大名扱いであったこと、また、江戸城での席
は３千石以上の旗本より上位であったこと等を話してくださいまし
た。「何せ４４２石なので、家来もそんなにいなかったと思います。
大名行列で江戸まで行くとなると、家来以外の者がお供をしたのかも
しれません。ひょっとすると、私の先祖も殿様のお供をして江戸へ行
ったのではないか、そう想像すると、ここに住んでいることを誇りに
思えます」と真顔で話されました。松平郷に愛着を持ち、ふるさと松
平郷を誇りに思われている様子が伝わってきました。 
松平郷ふるさとづくり委員会は、観光ガイドの他に、１月に七草粥

を味わう会、５月に天下茶会、７月に流しそうめん大会、１１月に写
生大会、１２月に年末餅つき大会等の行事を行っています。「いろい
ろな行事を通してたくさんの人に来ていただいて松平郷を知っても
らいたいし、ふるさとづくりの思いが次世代へとつながっていってほ
しいです」と、夢を語ってくださいました。 

 
 

豊田市街地から東へ１０km ほど離れた山村に位置する松平郷は、
徳川家のルーツである松平家発祥の地です。一帯は「松平氏遺跡」と
して、国の史跡に指定されています。家康を祀った松平東照宮、松平
家の菩提寺である高月院、木造松平親氏坐像等の松平家や徳川家ゆか
りの品々が展示されている松平郷館など、見どころは豊富です。 
「豊かな自然に包まれている松平郷は、松平家に関わる史跡がたくさ
んあります。この松平郷へ多くの人に来ていただいて、松平家の歴史
について知ってほしいです」と、事務長の大橋猛さんが話してくださ
いました。 
  
 

松平郷ふるさとづくり委員会は、豊田市が進めてきた松平郷園地が
完成した平成５年に、清掃・管理の委託先として発足しました。当初
ガイドは地元の歴史に詳しい４名で行っていました。その後、平成２
２年度に豊田市観光協会によるガイドボランティア育成講座があり、
講座を受講した１５名がガイドとして活動しています。全員が定年を
過ぎた人で、ガイドを生きがいとしてみえるそうです。 
「この地を訪れる方は、信長・秀吉・家康の３英傑を勉強して、安城
や岡崎を観光された後、家康の先祖の地ということで寄られます。私
たちが、松平家ゆかりの場所を案内して説明することで、松平家の歴
史に興味を持ち、もう一度来てみようという思いを持ってほしいと願
ってガイドをしています」と強調されました。 

 
ふるさと松平郷に誇りを持って 

松平親
ちか

氏
うじ

の銅像 
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内宮御祭宮社 

大野コミュニティ 歴史散策ガイド 
～大野の歴史を伝承したい～ 

 
常滑市北西部の大野町は、かつて廻船問屋(かいせんどんや)による

海運業をはじめ、大野鍛冶(かじ)といわれる鍛冶や味噌、酒造等の各
種産業が発達し、知多半島の経済・文化の中心として栄えた歴史ある
町です。また、世界最古の海水浴場とされる大野海水浴場もあり、戦
後から高度経済成長期にかけては多くの海水浴客でにぎわいました。 
大野町の歴史を伝える歴史散策ガイドの事務所は、築１００年の町

家造りの古民家を利用した「大野町きょう屋」にあります。そこで、
大野コミュニティ会長の後藤信之さん、元会長の井上恭子さん、歴史
散策ガイド案内人の高須孝さんの３人からお話を聞きました。 

「常滑市は以前、とこなめ国際やきものホームスティ（ＩＷＣＡＴ）
を行っていた関係で、今でも外国の方が多く見えます」と元会長の井
上さん。外国の方に格子のある古い街並みをガイドして回ると、とて
も喜んでもらえるそうです。 
大野コミュニティでは、歴史ある大野の町を多くの人に知ってもら

えるように、毎年１０月に「尾張大野古今散策」という行事を行って
います。その中で企画されている歴史散策ツアーでは、案内人と一緒
に由緒ある寺院等を回ります。大野町に住んでいる人でも歴史のこと
は知らないことが多く、歴史散策ツアーは好評だそうです。また、町
外から参加される方には、大野の歴史に興味をもっていただく機会に
なっているそうです。 
みなさんもぜひ一度、「尾張大野古今散策」の歴史散策ツアーに参

加して、古い街並みや由緒ある寺院を回ってみませんか。 
 
 愛知県観光ボランティアガイドのホームページ 

⇒http://www.aichi-kanko.jp/volunteer/index.asp 

松平郷ふるさとづくり委員会     0565-58-1629 

大野コミュニティ 歴史散策ガイド 0569-42-1307 大野町きょう屋内（月・火曜休）     

あなたの旅を 

サポートします 

 

知多半島の中心として栄えた大野 

歴史散策ガイドは、大野の町の活性化のために設立された大野コミ
ュニティの事業の一つとして、平成１０年に始まりました。当初の案
内人は４名でした。その後、大野コミュニティ主催の散策ガイド養成
講座を行い、案内人は増えたそうです。 
斉年寺の寺宝には、大野城主が寄進した雪舟の国宝達磨慧可断臂図

(だるまえかだんぴず：京都国立博物館へ寄託)があります。内宮御祭宮
社(ないぐうごさいぐうしゃ)は、元伊勢宮と称して多くの参詣をうけ
ました。「大野の町は決して広くないけれど、こうした神社仏閣は、
１６もあります」と会長の後藤さん。ガイドを依頼される目的に従っ
て、神社仏閣を巡るコース、大野城をはじめとする史跡を巡るコース、
買い物中心に巡るコースの３つの中から選んで案内をされているそ
うです。「知っていることを話すので早口にならないように、依頼者
の顔を見てゆっくり話すように心がけています。来ていただいた方に
大野の歴史を知ってもらうのはうれしいし、生きがいになっていま
す」と、案内人の高須さんがガイドの際に気を付けていることや、や
りがいについて話してくださいました。 
 

 
 

 

散策ガイドは生きがい 

みんなに好評の歴史散策ツアー 

小倉神社でのガイド    

尾張大野古今散策 

海音寺でのガイド              

斉年寺の鐘楼 

問
合
せ
先 
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わたしの  づくり 

子どもたちと一緒に楽しむ読み聞かせ活動 
る 

「紙芝居」の世界を楽しみましょう！ 

絵本っておもしろい！それが始まりです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 東海子どもの本ネットワークの誕生は 2002 年。子どもの本をテーマとし
た「みんな集まれ！絵本まつり」の成功がきっかけとなり、“本”を核として多
くのグループが手をつなぎました。子どもたちがより豊かな本に出会い、育
っていくよう、情報交換やイベントを企画、開催するとともに、会員それぞ
れの活動が広がるよう研究しています。 
 元々は名古屋市の図書館で司書として多くの児童図書に関わってきた近藤
さん。しかし、初めから児童文学に造詣が深かった訳ではありません。絵本
の面白さは、子どもたちを始めとする図書館の利用者や、多くの児童文学の専門家との出会いの中で教えてもらっ
たそうです。面白さに夢中になり、その後も研究の機会に恵まれ、勉強会の活動を継続したことが今につながって
います。図書館や幼稚園等での読み聞かせやストーリーテリング※、司書を対象とした勉強会の講師なども務め、本
の素晴らしさを伝えるために日々活動されています。    

※物語、お話しを覚えて語って聞かせること。素話、語りとも言われます。 
 

      
子育ての中で大切な幼児期の言葉かけ。言葉かけの大切な道具のひと

つが絵本ということで、「幼児期の本」に携わるボランティアの育成に
も熱心に取り組んでおられます。 
紙芝居ボランティア育成講座もその一つで、各地で紙芝居に特化した

ボランティアの育成に関わってきました。10 年ほど前、「紙芝居文化の
会」の講座で日本独特の文化である紙芝居の楽しさに触れた近藤さんは、
紙芝居の活動や研究にも力を注ぐようになりました。 

紙芝居の魅力は、紙芝居舞台を開けることによって周りの人と一体となって楽しめることだと言います。演じる
人と観客の間だけでなく、観客同士の間にも自然に共感できる世界が広がり、子どもたちはわくわくドキドキしな
がら、ときには大歓声をあげてお話の世界に引き込まれていきます。最近は多くの研究者によって、文学とは違う
紙芝居ならではの構成が考えられ、作品の内容がとても魅力あるものになってきたそうです。 
一宮市立中央図書館に取材に伺った日、育成講座の修了生で結成された読み聞かせグループ ” ｉ

アイ
ひらけごま“ の

勉強会で、子どものことを考えた作品の選び方や、紙芝居の重要な要素である「ぬく」動作のタイミング、ストー
リー全体を伝えるためには自然な読み方が大切であることなど、ご自身の経験を交えて熱心に語られました。 
この日の勉強会の最後に演じられた『おまんじゅうのすきなとのさま』の紙芝居。優しい語りかけで、あっとい

う間に紙芝居の世界に引き込まれてしまいました。子どもたちの大好きな紙芝居がもっともっと広がっていくよう
にと願う近藤さんの思いが伝わってきました。 

 東海子どもの本ネットワーク    http://toukaikodomo.blog17.fc2.com 
子どもと本に関心のある方ならどなたでもご参加ください。 e-mail kon18115@mb.ccnw.ne.jp  

自らの学びや経験を生かして地域で積極的に活動する方々に 
実際に活動する様子や生の声を取材します。 

近藤 洋子 さん （平成25年度読書ボランティアフォローアップ講座講師） 
東海子どもの本ネットワークの世話人として、会の運営に携わるとともに、ご自身も
読書ボランティアとして活動し、後継者の育成にも力を注いでいらっしゃいます。 
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地域の活動や自らの活動を学生さんがレポートする 

 

 

日本赤十字豊田看護大学 川島由好 

私たち青年赤十字奉仕団は、『赤十字関係の大学の生徒であるので、何かボランティアできる機会を作ろう』とい
う目的を持って平成 17 年 4 月 1 日に発足しました。現在は総勢 29 名で活動し、女性が 25 名、男性が 4 名となっ
ています。 
 活動としては、日本赤十字社愛知県支部や外部団体からのボランティア依頼を受けて活動するものや、定期的に施
設で活動するもの、私たちから連絡を入れて自主的にボランティア活動するものと 3 つあります。 

日本赤十字社からのボランティア依頼では主に、災害時の炊き出しの方法
を周知することや、街頭での献血の呼びかけ活動をしています。 
炊き出し方法の周知では、一般の方を対象にどのような方法なのか、実際

に体験していただくようにしています。この活動は、地域のお祭りで出展され
る赤十字ブースで行われています。 

 

街頭での献血の呼びかけは、献血者が減り、血液の確保が難しくなる夏と冬
が主となっていて、できる限り多くの方に献血を行ってもらうように、夏は浴
衣姿、冬は赤い帽子をかぶってクリスマス風の格好をし、ユーモアを交えなが
ら行うようにしています。 

 

外部団体から依頼されるボランティア活動では、地域フェスタなどで特に子
どもたちが集まるブースで活動をしています。そこでは、子どもたちが気持ち
よくゲームなどを行うことができるように、子どもの目線に立って、一緒に話
をしたり、子どもたちに規則を守って遊ぶようにすることを、分かり易く説明
したりしています。こうした活動では、「ボランティアする側も子どもたちも
楽しく」ということを念頭に活動するようにしています。 

 
定期的なボランティア活動では、病院内で巡回図書（移動図書館）を行い、

入院されている患者さんに本を貸し出す活動と、NICU(小児科集中治療室)
のお手伝いとしてテープ切りやシール切りをしています。ここでは、看護師
の様子や病棟の様子を観察して、自分たちの将来のための学びを深めること
もできます。 
また愛知県内の大学にある青年赤十字奉仕団のリーダーが集まってミー

ティングを開き、お互いにどのような活動をしているのか、報告会を行った
り、イベントや勉強会を企画した奉仕団の活動に参加したりするなど、各大
学との交流にも力を入れています。 
今後もボランティアを通じて地域の方との交流を深めつつ、私たちのボランティアに対する意識を高めるととも

に、将来に役立つ経験ができる活動を数多く行っていきたいと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今回は赤十字の実践活動に取り組んでいるサークル
「青年赤十字奉仕団」を紹介します。 
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大相撲名古屋場所は、白鵬の優勝で盛況のうちに１５日間

無事終わることができました。碧山や遠藤の頑張りもあり、

大変盛りあがった場所でした。 

名古屋場所担当部長に就任し、２年目になりますが、名古 

屋は気温も高いですが、それ以上に熱気あるこの地方の相

撲ファンの方々の応援に感謝しております。今後も、今まで以上に精進

し、頑張ってまいります。来年もまたこの愛知県体育館でお会いできる

ことを楽しみにしております。ご声援ありがとうございました。   
財団法人 日本相撲協会 名古屋場所担当部長 

理事 千賀ノ浦靖仁（元 舛田山） 

来年で５０周年を迎える、愛知県体育館は、通称「県体（ケンタイ）」と呼ば
れ多くの方に慣れ親しんでいただいています。 
 皆さんは、県体は「スポーツをする所」と思ってはいませんか？  
バスケのＮＢＬリーグ戦・運動会などスポーツの利用もありますが、 
サーカスや大学の入試会場、コンサート、大相撲名古屋場所など 
いろんな催物が開催されています。 

また、お相撲さんと幼稚園児とのふれあい、家族でテニス 
体験や水泳・体操・ダンスなどの教室も多数開催しています。 
 「観る・ふれ合う・体験する・参加する」  

あなたなら何を選びますか？ 
緑豊かな名城公園内にある「県体」に皆さんお越しください。 

お待ちしています。  

 

中嶋 惠 館長 

財団施設だより 

大相撲名古屋場所初日（7/7） 
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第2回あいち学びネットワークフォーラム を開催します。 

 

     地域で育む 
子どもと未来 

 
地域での子ども同士や大人たちとの“出会い“は、子どもの成長を促進します。“ふれあい“による世

代交流は知恵を継承します。人と人の“絆“こそが、安心・安全な地域づくりに欠かせない原動力と
なる地域の宝です。 
第２回あいちネットワークフォーラムでは、生涯学習を生かした地域づくりや人づくりについて、

「地域で育む子どもと未来」をテーマとして、地域や各機関の取り組みを学びながら共に助け合う
社会の形成に向けて今後の連携や相互支援方策を探っていきます。話を聞いてみたい方、興味をお
持ちの方は、是非ご参加ください。 
 
 
開催日時：平成 25 年 10 月 26 日（土）12:30～16:30（受付 12:00～） 
会  場：愛知県生涯学習推進センター 愛知県東大手庁舎 2 階 
内  容： オープニング 「しおかぜ太鼓」（豊橋市：大崎文化保存会）による和太鼓演奏 

基 調 講 演 名古屋柳城短期大学 学長 新海英行氏 
事 例 発 表 幸田町子育てネットワーカー、安城市公民館、 

弥富市立十四山西部小学校 PTA、愛知県健康福祉部子育て支援課 
パネルディスカッション コーディネーター 新海英行氏、パネラー 事例発表の代表者 

 

 
参加料  無料   
対 象  一般県民の方、学びネットあいちネットワーク機関の方 
定 員  100 名 
申込方法   事前申し込み。 

必要事項を記入の上、愛知県生涯学習推進センターへ 
申込書をＦＡＸまたは郵送ください。 
※申込書は HP からダウンロードできます。 

受付期間  9 月 9 日（月）～10 月 7 日（月） 
（定員に達しない場合は当日の参加も可能ですのでお問い 
合わせください。） 

 
申込み・問合せ先 
  愛知県生涯学習推進センター 
  電話：052（961）5333 ＦＡＸ：052（961）0232 
  住所：〒460-0001名古屋市中区三の丸 3-２-１愛知県東大手庁舎２階 

※詳しくは、上記へお問い合わせ頂くかホームページをご覧ください。 
http://www.manabi.pref.aichi.jp/center/ 

主催 公益財団法人愛知県教育・スポーツ振興財団 愛知県生涯学習推進センター 共催 愛知県教育委員会 

基調講演 

パネルディスカッション 

＜昨年の様子＞ 

参加無料  

 です 

推進センターだより 
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パークに入って目を引いたのは大小２つの温室

です。東南アジア、南米、中国、アフリカ等の珍し
い果樹がある温室です。 
世界の熱帯果樹温室の中には・・・ 
 下の写真を見て私たちの身近なフルーツ、バナナ
の花だとおわかりになりましたか？良く見るとタ
ケノコの皮のような内側（丸印）に２段に並んだ
20 個程の花があります。これが 1 房のバナナとな
ります。ここではこの花から 5、６房 100 本程の
バナナができるそうです。バナナは「木」か「草」
なのか、そういった素朴な疑問もここで実際に見る
ことで解き明かされます。 

夜に咲き始め、翌日の朝にしぼむ一晩しか咲かな
い花『月下美人』。まさに今夜咲こうとしている薄
いピンク色のつぼみを見ることができました。「多 
くの人に珍しい花やフルーツを見て喜んでもらう

ために、日頃の手入れは
欠かせません。植物の特
徴を知った上で、剪定を
しないと花が咲かない、
果実が実らないことが
あるので、慎重に作業を
しています」と担当の方
は話されました。 

ボランティア in 東谷山フルーツパーク 
温室には世界の珍しい

フルーツが多く実ります。
案内板がありますが、今
回職員さんにガイドをし
てもらいながら温室内を
見てまわったので、珍し
いフルーツの成長過程な

どを教えて頂くことができました。案内板には書か
れていないお話で、なお一層興味が湧きました。職
員さんの他にも、温室ガイドボランティア養成講座
を受講し資格を取得し、勉強を重ねてこられた｢温
室ガイドボランティア｣もいます。休日やイベント
の時には、温室ガイドボランティアによる解説を聞 

 
くことができます。 
東谷山フルーツパークでは、さくら守りボランテ

ィアと花づくりボランティアも活動をしています。
ボランティアは随時募集しているそうです。 
果樹園 
 15 種類ある果樹園では、実が実っているところ
などを見学できます。フルーツの生育、栽培管理を
親子で学習する体験教室やフルーツ収穫体験もで
きます。果樹園内で収穫されたフルーツはくだもの

館売店でも販売してい
ます。ジャムやスイーツ
づくりの講座もありま
す。詳しくは、ホームペ
ージまたはちらし等で
確認してください。 
 

●10 月 12 日(土)～14 日(祝)の 3 日間は 
三大イベントの１つ「秋のフルーツフェア」 
東谷山フルーツパークには大きなイベントが３

つあります。4 月にはシダレザクラまつり、5 月に
はトロピカルフルーツフェア、そして 10 月に行わ
れるのが秋のフルーツフェアです。 

秋のフルーツフェア
では展示即売、模擬店、
大道芸やゲームのほか
珍しい柿を集めた展示
があります。 
この他にもフルーツ

に関する講座やイベン
トを年間通して企画しています。 
入園料無料でフルーツの成長を近くで見ること

ができ、楽しいフルーツ講座にも参加でき、そして
フルーツを堪能できる東谷山フルーツパークへ出
かけてみませんか。 

今回は、「東谷山フルーツパーク」に伺いました。
東谷山フルーツパークは、世界の熱帯果樹温室、
果樹園、シダレザクラで有名な公園です。名古屋
市の東北端、東谷山（とうごくさん）山麓の豊か
な自然環境の中にあります。 

ネットワーク機関紹介 
「学びネットあいち」 

花と緑と果実の国へ 

東谷山フルーツパーク

古屋市みどりの協会セ

ン（公財）名古屋市みど

りの協会ター 

Togokusan Fruit Park 

【東谷山フルーツパークのご案内】 
開園時間：9:00～16:30 
休園日：毎週月曜日（月曜日が祝・休日の場合は

直後の平日）、年末年始 
住 所：名古屋市守山区大字上志段味字東谷 2110 
ＴＥＬ：052－736－3344 
詳しくは とうごくさん 検索  ｸﾘｯｸ       
 
 

拡大図 
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申込 対象 定員 受講料、入場料、参加費 問合せ 詳細 内容 休館日 場所 ホームページあり 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

名称・開催日時・内容・会場 対象・定員・料金 情報提供機関・問合せ・申込先 

◆講座・講習会 

セレトナの森の研究室 
 どんぐりを知ろう！ 
10/13（日）9:30～11:30 

セレトナのドングリを楽しく学びましょう。 

20 名 
無料 

大府市自然体験学習施設 

二ツ池セレトナ  

大府市横根町 

℡0562-44-4531 

電話、または直接来館にて受付 

図書館文学講座 
｢はじめての川柳 五･七･五は人生の応援歌｣ 
10/14(月・祝) 13:30～15:00 

人気の川柳について、歴史や楽しみ方、作り方
のポイントをお話します。 

蒲郡市民会館 大会議室 

無料 
蒲郡市立図書館  

蒲郡市宮成町 
℡0533-69-3706 

ピンクリボンフォーラムあいち 
10/20（日）13:30～15:30 

乳がん専門医の講演と乳がん治療経験者、看護
師等によるパネルトークを行います。 

刈谷市産業振興センター 小ホール  

300 名※応募
者多数の場合抽選 

無料 

愛知県健康福祉部 健康対策課  
〒460－8501（住所不要） 

愛知県健康対策課「ピンクリボンフォー

ラムあいち」係 

℡052-954-6326 

10/10(木)までにはがき、FAX 

(052-954-6917)、メールにて申込 

市民公開講座 
｢“ESD”って何のこと？-≪ESD ユネスコ
世界会議あいち・なごや≫に向けて-｣ 
11/2（土）13:30～15:00 

講師:人間文化研究科 教授 別所良美氏 
名古屋市立大学 滝子キャンパス 

80 名※定員に
なり次第締切 

500 円 

名古屋市立大学  
〒467-8601 名古屋市瑞穂区瑞穂町字

川澄 1 

℡052-853-8308 

往復はがき、FAX(052-841-0261)、

メールにて申込 

日本画についての話 
-歴史から技法まで- 
11/16（土）14:00～15:30(受付 13:30～) 

講師：松村公嗣氏（日本画家、愛知県立芸術大
学学長）明治以降の日本美術院展について、恩師・
片岡球子先生とのエピソードを交え語る。 

名古屋都市センター11 階ホール 

150 名※定員
になり次第締切 

聴講無料(要当
日入館券) 

名古屋ボストン美術館  

名古屋市中区金山 

℡052-684-0101 

当日受付 

第 17 回 県民公開講座 
11/17（日）13:15～14:15 

「21 世紀 あいちの子ども健康フォーラム」
を同時開催します。 

200 名※定員
になり次第締切 

無料 

あいち小児保健医療総合センター  

大府市森岡町 

℡0562-43-0500 
当日受付 

東三河地区子育て支援地域交流会  
第３部「子どもの好奇心がひらく世界（仮題）」 
11/24（日）14:30～16:00 

講師：静岡自然を学ぶ会 代表 池上理恵氏 
田原文化会館 

無料 
愛知県教育委員会東三河教育事務所 

℡0532-35-6192 

当日受付 

認知症サポーター養成講座 
11/26（火）、12/10（日） 
10:40～12:10 

講座を通じて認知症についての正しい知識を
習得し、自分にできる範囲で認知症の人や家族を
応援する認知症サポーターを目指しませんか？ 

無料 

託児お預かり有

（有料） 

愛知文教女子短期大学 

稲沢市稲葉 

℡0587-32-5169 
http://afa2012.net/ 

電話、FAX (0587-34-2870)、 

メールにて申込 

 

講座･講習会、イベント情報 
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名称・開催日時・内容・会場 対象・定員・料金 情報提供機関・問合せ・申込先 

藤森兼明氏美術講演会 
「藤森兼明～画業人生と祈り」 
11/28（木）13:30～15:00 

祈りをテーマとする自身の画業や聖堂･イコン
巡礼への思いなどを語ります。 

ルブラ王山  

120 名 
500 円(本展チ

ケットが必要) 

古川美術館  

℡052-763-1991 
古川美術館「藤森展美術講演会」係

まで電話で申込 

こどもエコクラブ サポーター交流会 
11/30（土）13:30～16:30 

こどもエコクラブ（学校、子ども会、家族など、
子どもと大人で楽しみながら環境活動を行うク
ラブ）のサポーター(大人)や環境活動に興味があ
る人が集まり交流を深め、活動の輪を広げます。 

エコハウス１３８  

これから始める
方も可 

50 名 
無料  

NPO エコバンク Japan  

℡0586-82-2212 
参加者の氏名、住所、電話番号を記

入 FAX（0586-82-6878）又は電話

で申込 

はがき作成講座 
12/7（土）9:30～16:30 

筆まめを利用して住所録を始め、デザイン作成
までを習得します。案内状から年賀状の作成まで
幅広く活用いただけます。 

18 名※定員に
なり次第締切

一般 10,500 円
会員･学生 8,400 円 

愛知県職業能力開発協会  
名古屋市西区 

℡052-524-2032 
電話にて申込 

愛知県防災ボランティアコーディネーター
養成講座 
【①フォローアップ講座】 
12/21(土)大府市役所 1/12(日)ウィルあいち 
2/8(土)岡崎市福祉会館、3/1(土)豊橋市民センター  
【②レベルアップ講座】 
1/26(日)大府市役所 

①入門講座を修
了された方 
②過去にフォロー
アップ講座を３回
以上修了された方 

各回 125 名 
無料 

愛知県防災局防災危機管理課 
℡052-954-6190 
10/31(木)までに入門講座を受講さ

れた機関（県や各市町村等）を通じて申
込 

◆展覧会・展示会 

生誕 100 周年記念 中原淳一展 
～11/３(日･祝)9:00～17:00 
※入館は 16:30 まで 

戦前・戦後の少女に夢を与え続けた中原淳一の
生誕 100 年を記念し、今なお人々を惹きつける
中原ワールドを紹介。 

一般 900 円、
学生700円、中学
生以下は無料 

刈谷市美術館  
刈谷市住吉町 
℡0566-23-1636 

月曜日(祝日の場合は翌平日) 

培広庵コレクション 
「雪月花～美人画の四季」 
～11/10（日）9:00～17:00 

本展では、日本の美しい四季になぞらえて、上
村松園、鏑木清方、伊東深水、北野恒富、中村大
三郎、広田多津など美人画の秀作約 80 点を紹介
します。 

一般･大学生

800 円、小中高生

400 円 

豊橋市美術博物館  
豊橋市今橋町 
℡0532-51-2882 

月曜日(祝日の場合は翌平日) 

企画展「重要文化財旧鈴木家住宅収蔵品展 
あかりの道具」 
10/29(火)～12/15(日)9:00～17:00 

江戸時代後期に財を成した足助町の商家に伝
わった「あかりの道具」を紹介します。 

無料 

豊田市郷土資料館  
豊田市陣中町 
℡0565-32-6561 

月曜日(祝日の場合は翌平日) 

特別展 響きあう芸術 奥田元宋・小由女 
10/2(水)～11/10(日)10:00～17:00 
※入館は 16:30 まで 

ご夫妻の故郷、広島県三次市の奥田元宋・小由
女美術館コレクションを中心に、印象的な赤で彩
られたスケールの大きい風景画と優美な人形作
品を紹介します。 

一般 1,000 円 
大学生 700 円、 
中高生 500 円、 
小学生以下無料 

名都美術館  
長久手市杁ケ池 
℡0561-62-8884 

月曜日(祝日の場合は翌平日) 
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講座名称・開催日時・内容・会場 対象・定員・料金 情報提供機関・問合せ・申込先 

名古屋港アートフェスティバル 
10/5(土)～10/27(日) 

「船を待つ」を作品テーマに、若手アーティス
トの芸術作品を約 100 点展示します 

名古屋港ポートビル 

無料(一部有料) 

公益財団法人名古屋みなと振興財団  
名古屋市港区 
℡052-652-1111 

月曜日(祝日の場合は翌平日) 

新世紀工芸館研修修了生 活動紹介 
「陶とガラスの５人展 vol.2」 

10/12(土)～11/24(日)10:00～18:00 

※入館は 17:30 まで 

当館で研修を修了した、3 名の陶芸作家と 2
名のガラス工芸作家による作品展を開催します。 

無料 

瀬戸市新世紀工芸館  

瀬戸市南仲之切町 
℡0561-97-1001 

火曜日（祝日の場合は翌日) 
※11/20 (水)は、館内点検・清掃のた
め午前中休館 

企画展『泥象 鈴木治の世界 -「使う陶」

から「観る陶」、そして「詠む陶」へ-』 
10/12(土)～12/23(月・祝)9:30～16:30 

※入館は 16:00 まで 

没後 10 年を過ぎても色あせない、陶に根ざし
た鈴木の造形世界を代表作に未発表作品を交え
て紹介します。 

一般 600 円、

高大生 500 円、

中学生以下は無料 

愛知県陶磁美術館  
（旧愛知県陶磁資料館） 

瀬戸市南山口町 
℡0561-84-7474 

月曜日(祝日の場合は翌平日) 

開館 25 周年記念 近代日本洋画 
－時代を代表する巨匠たち－ 
10/12(土)～12/23(月・祝)10:00～17:00 
※入館は 16:30 まで 

開館 25 周年記念の第 5 弾、メナード美術館
コレクション名作展Ⅴでは近代日本洋画をご紹
介します。 

一般 800 円、 

高大生 600 円、 

小中生 300 円 

メナード美術館  

小牧市小牧  
℡0568-75-5787 

月曜日(祝日の場合は翌平日) 

市制 55 周年開館 30 周年記念特別展 
日本画家が描いた西洋風景展 
10/26(土)～12/8(日)9:30～17:00 
※入館は 16:30 まで 

画家の個性を超え、日本と西洋の美意識が交錯
するさまをご紹介します。 

一般 800 円、 

高大生 500 円、 

小中生 100 円 

稲沢市荻須記念美術館  
稲沢市稲沢町 
℡0587-23-3300 

月曜日(祝日の場合は翌平日) 

祈・PRAY―古今東西祈りの風景（仮） 
11/2(土)～12/23(月･祝)10:00～17:00 
※入館は 16:30 まで 

人の深い心情である「祈り」を表現した作品を、
当館の収蔵品を中心にご紹介します。 

一般 500 円、 

小中生 250 円 

岡崎市美術博物館  
岡崎市高隆寺町 
℡0564-28-5000 

月曜日(祝日の場合は翌平日) 

Dolls Collection 時をかける等身大人形 
11/1６(土)～12/23(月･祝) 9:00～17:00  
※入館は 16:30 まで 

高浜の人形文化の歴史とともに現代に至るま
での、様々な場面で人々を楽しませてきた等身大
人形を紹介します。  

高校生以上

600 円、中学生以

下無料 

高浜市やきものの里かわら美術館  

高浜市青木町 
℡0566-52-3366 

月曜日(祝日の場合は翌平日) 
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名称・開催日時・内容・会場 対象・定員・料金 情報提供機関・問合せ・申込先                                                     

◆遊び・体験 

生き生き長寿フェア 2013 
「はつらつ健康プラザ」 
10/5（土）10:00～15:30（雨天中止） 

誰でも参加できるスポーツに加え、協力企
業・団体による楽しいブースの体験ができます。 
秋の 1 日を気持ちよく過ごしましょう。 

あいち健康の森公園 

無料 
社会福祉法人 愛知県社会福祉協議会 
福祉生きがいセンター  

当日参加 

「秋まつり」と「ハロウィン」 
10/26(土)～10/27(日) 10:00～16:00 

地元物産展やゲームコーナー、各種出演イベ
ントなどを実施します。ハロウィンの恰好をし
ているスタッフに出会うとたのしい出来事が･･ 

どなたでも 
無料（一部有料） 

愛知こどもの国  
西尾市東幡豆町 
℡0563-62-4151 

当日参加 

愛知県民茶会 
10/27（日）10:00～15:00 

共催する地元文化協会の積極的な協力と、席
主をつとめる宗匠方の尽力によって、茶道愛好
家が多数参加し盛会を極めています。 

常滑市中央公民館、常滑市民文化会館 

前売券(２席) 
800 円、 
当日券 (1 席)500 円  

愛知県文化協会連合会  
℡052-954-6781 
当日参加 

冬鳥を探そう 
11/2（土）9:30～11:30（雨天中止） 

11/1(金)～11/7(木)はバードウォッチング
ウィークです。野鳥を観察しよう。 

20 名 
100 円 

幼児は無料 

豊田市自然観察の森  
豊田市東山町 

℡0565-88-1310 
10/23(水)から電話にて申込 

ＤＡＹキャンプ  
家族でキャンドルつくり 
11/9（土）10:00～16:00 

 日帰りの日程で、飾るだけでもかわいい“ジ
ェルキャンドル”作りとビームライフルの体験
ができます。昼食付きの日帰りプログラムです。 

３歳以上の子ど
もとその家族 

80 名(25 家族
程度)※応募者多数
の場合は抽選 

一人 2,000 円 

愛知県野外教育センター  
〒444-3432 岡崎市千万町町字大平田
17 番 5 

℡0564-83-2221 
10/1(火)～10/15(火)迄に参加申込

書で郵送、FAX(0564-83-2222)、インター
ネットのいずれかで申込 

みはまタイニーキャンプ 
11/16(土)～11/17(日)1 泊 2 日 

自然体験、読み聞かせ 

小学 2･3 年生 
24 名※応募者

多数の場合は抽選 
3,900 円 

愛知県美浜少年自然の家  
〒470-3236 知多郡美浜町大字小野浦
字宮後１-１ 

℡0569-88-5577 
～10/16(水)迄にはがき、FAX 

(0569-88-5385)・メールなどで申込 

色いろカラフルワールド 
11/16(土)～12/1(日)9:30～17:00 
※入館は 16:30 まで 

色の不思議な世界を展示、実験、オリエンテ
ーリングで科学的に紹介します。 

無料 
科学館の観覧料が
必要です。 

名古屋市科学館  
名古屋市中区 

℡052-201-4486 

紅葉フォトウォーク 
11/24（日）10:30～12:00 モリトピア愛知
ロータリーに集合 

カメラを持参で紅葉がピークの美しい森内を
歩き、写真を撮ります♪お気に入りの写真が撮
れるといいですね！カメラをご持参ください。 

20 名 
無料 

愛知県民の森  
新城市門谷 

℡0536-32-1262 
予約不要 
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名称・開催日時・内容・会場 対象・定員・料金 情報提供機関・問合せ・申込先 

バルーンアートに挑戦 
～クリスマスリースをつくろう～ 
12/8（日）①10:00～12:00 

②14:00～16:00 
愛知県スポーツ会館 

３歳～小学生と
その家族 

各 30 家族(60
名) 

無料 

愛知県生涯学習推進センター  
〒460-0001名古屋市中区三の丸三丁
目２番 1 号 

℡052-961-5333 
11/11(月)～11/20(水)往復はがき

にて申込 

カウントダウン 2014 
12/14(土)～12/15(日)1 泊 2 日 

親子で自然素材を生かしたクリスマスリース
を製作したり、ハンドベルのコンサートを楽し
みます。 

小学生以上の 
子どもとその家族 

90 名※応募者
多数の場合は抽選 

大人 5,500 円 
中学生以下 4,800 円  

愛知県旭高原少年自然の家  
〒444-2893 豊田市小滝野町坂 38 番
地 25 

℡0565-68-3200 
11/11(月)～11/20(水) はがき、

FAX(0565-68-3203)、メールで申込 

子どもは風の子！ 
行くぞ冬山わんぱく体験 
12/25(水)～12/26(木) 1 泊 2 日 

スキー体験・クラフトづくり 
茶臼山高原スキー場・休暇村茶臼山高原 

小学 4～6 年生
40 名※定員を

超えた場合は抽選 
12,000 円 

(公財 )愛知県教育･スポーツ振興財団  
〒460-0007名古屋市中区新栄一丁目
49 番 10 号 

℡052-241-9101 
11/11(月)～11/25(月)までに所定

の応募用紙を郵送、FAX(053-241-9103)、
メールで申込、詳しくは電話でお問い合
わせください。 

◆芸能・その他 

岩倉駅コンサート 
10/2(水)18:00～18:30、19:00～19:30 

セントラル愛知交響楽団による演奏会です。
どなたでもお気軽にご覧いただけます。 

名鉄犬山線岩倉駅東西地下連絡道 

無料 
岩倉市教育委員会生涯学習課  

℡0587-38-5819 

レクチャーミニコンサート  
～チェコ音楽三昧～ 
11/22（金）19:00 開演（18:30 開場） 

東郷町オリジナル、サロン風コンサートシリ
ーズ。今回は、名古屋出身、東京藝術大学卒業、
同大学院で学ぶ若き演奏家・本多万祐子のリサ
イタルです。 

東郷町民会館 

一般（未就学児
不可） 

1,000 円 

東郷町教育委員会生涯学習課  
東郷町民会館窓口で発売中 

豊川市制施行７０周年記念事業 
山形由美フルート名曲コンサート 
12/8（日）15:00 開演 

人気・実力共に日本を代表するフルーティス
ト、山形由美が贈る名曲コンサート。クラシッ
クから映画音楽まで、幅広いプログラムに楽し
いお話を交えながらお届けします。 

一般 3,000 円 
(当日券 3,500 円) 
高校生以下 1,000 円 
(当日券 1,500 円) 

豊川市小坂井文化会館  
豊川市伊奈町 
℡0533-78-3000 

10/6(日)～前売り開始 

 

学びネットあいち http://www.manabi .pref.aichi .jp 

ネットワーク機関になると、「学びネットあいち」をとおして、自機関の講座やイベントの 
学習情報発信や他の生涯学習関係機関の情報の閲覧などの機能が利用できます。 
詳しくは、「学びネットあいち」の情報提供機関・団体募集のページをご覧ください。 

<お知らせ>  
学びネットあいちネットワーク機関募集 
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携帯電話・ＰＨＳ
携帯電話会社専用回線により、インターネットに接続
します。

【有害サイトのアクセス制限対策】
→各携帯電話会社のフィルタリングサービスを利用

年齢に応じたフィルタリングサービスの利用が求められ
ます。

＜フィルタリングの主な方式＞
・ホワイトリスト方式：登録サイト以外は接続できない
・ブラックリスト方式：登録サイト以外は接続できる 

スマートフォン
携帯電話会社専用回線のほかに 等でインター
ネットに接続することができます。

【有害サイトのアクセス制限対策】
→フィルタリングソフト（アプリ）の利用

等を使用したときは、原則、フィルタリングサー
ビスが受けられないので注意して下さい。

→インターネットアクセス制限
インターネット利用の制限やアクセス可能なサイトのレ
ベルを選択できます。

 
 
 
 
 
 
 
 

 
・イベントを見つける
・講座に参加する

・講師を探す
・ボランティアを探す

・サークルを探す
・仲間を探す

クリック クリック クリック

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

※フィルタリングとは、子どもに見せたくないサイトを携帯電話やスマホ、パソコンから見れなくするものです。

愛知県青少年保護育成条例により、青少年が使用する携帯電話・スマートフォンにつ
いては、事業者にフィルタリング利用に関する説明等をすることが義務づけられまし
たので十分に説明を受けてください。フィルタリングサービスを利用しないときは、
保護者はその理由を記載した書面を事業者に提出しなければいけません。
 ～インターネット接続回線によってフィルタリングのかけ方が違います～

 

携帯電話・スマートフォンの使用について
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その他、学びネットあいちには、動画で学べる「学習コンテンツ」や講座やイベントが日にちごとに
探せる「イベントカレンダー」、「情報誌まなびぃあいち」のバックナンバー、学習成果を発表する「ギ
ャラリー」など生涯学習に関する情報が盛りだくさんです。
学びネットあいちを開いてボタンをクリックしてみよう！ 

生涯学習情報を総合的に提供するシステムで、動画などの学習教材も提供しています。

～フィルタリング利用は保護者の責任です～
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い

あなたの「学び」を応援します！ 詳しくは、

知ってますか？青少年の
インターネット利用について
条例があることを！ 

おすすめ 
情報 

今回のおすすめ情報「知っ得」は、「学びネットあいち」の使い方です！
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